大麦品種の分類と地理的分布に関する硏究　第14報　渦性遺傳子の連鎖関係とその地理的分布 by 高橋, 隆平 et al.
体14報大変品種の分類と地理的分布に関する研史
-渦性温情乎の連鎖関係とその地理的分布
緒 冒既に第1，3， 5報に於て明かに
じた如〈、渦性大変は我圏中南部に限って分布
L、日本の大費全耕地の大約4分の3，と占める
重要注品種群である。而してとの渦性形質は1
遺侮子座陀於ける劣性突然獲異に帰国するもの
であるが、しかもとの遺惇子は極めて編著主主多
商的作用を有し、芽鞘の長さ及び形をはt4lO、
稗や穂な詮の成植物の種kの形質に強い影響を
あたえる。したがって、との遺体子をもっ個体
は生育のど《初期I'C芽鞘その他の特徴により並
性の個体と容易に区別されるから、我園の大安
の育種上極めて有利にとの特性を利用t得る事
が明かにされた。而しで、著者等はζの渦性形
質のもつ栽培並びに育種上の、また、遺停学上
の重要性にかんがみ、種kの面からとれについ
て吏陀研究を進めているが、ととに、並渦性遺
倖子の蓮鎖国係を F2 まで調査し、また渦世の
日本以外の地域I'C於ける分布について若干の知
見を得たのでその結果を報告子るa
1.並渦性の連鎖関係 並渦性対立遺倖子
の蓮鎖関係については三宅Eび今井 (1922)の
報告がある。両氏は並渦性 Uuと保性 Ddとー
の聞には特殊左蓮鎖関係は認めちfLt.r'-'"'iが、側
列T!:複対遺健子 1，i， i'及び世長I'C関奥する
1遺侮子 A2a2との聞に連鎖関係が認められ、
従って Uu，Dd，' A: a2， li'は同一連鎖群
(Robertsonら1941の第I蓮鎖群)に属する
もの正推定したーなゐ1僚性と並渦性とが特殊
関係を示さたいのは両遺傭子聞の距離が著しく
建い結果であると解釈した。しがしたがら同ヒ
報告の中で側列世と僚性とが極密或は完全連
鎖を有すると遺ペているから、上の詮明は遁当
でないと考えられる。なた、.との研究では他の
蓮鎮群に属する遺伸子との関係が調査されてい
たいが、その後に於て大変の7つの連鎖群が確
立されているから、並渦性の連鎖関係について
再検斗を符つ?と占
1.材料及方法:本邦産の数種渦性大麦を用
渡
い、それに共有される渦性遺健子と失衰の犬愛
に於ける7蓮鎖群に属するととの明かた遺停予
との関係を調査した。但し、各遺傍予の記号は
Robertson et a1. (1941)の標準記号による。
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.との連鎖関係についでは後報ずる。
実権の一方の親として用いた渦性大変段改良
坊主、水府w黄金麦、屋根謀、屋根裸愛、於七
種、長四郎費、調路獲の8品種でその遺倖子型
は AIAlvv bb blbl FsFs RR uzuz AnAn 
AcAc FcFc YcYc I'C関lて共通で唯 Nn，
Lklk Ll及び Ssについて差異を有する。な
治他方の親として用いた並性大変は9種であっ
て夫々前記渦性大麦と蓮鎖群標示遺体子につい
て差を有するものである。交雑番号及び組合せ
は次の15である。
形
I 古事、
企1，1・
Bb 
Ll 
Nn 
Lk1k 
Blb1 
Sa 
Rr 
Fsf8・
Acac 
Anan 
Fcfc 
Ycyc 
質
????』???』
立謝連鎖軍事
IV 
V 
)l 
u 
E 
E 
8 
- 17 -
事量畠量
鎌不要
水府
水府
場眠薬 耳
イラク黒姿
(67) 
根
H 
H 
耳
H 
x 
H 
H 
♀ 
大角!.I'.， !1 -
改良坊主
鎌不要
録業耳
改良坊主
賞金葬
交雑番号
41-8 
47-32 
47-33 
47-35 
47-37 
47-38 
. 
4'1-41 露 54 参同長四郎農 あるから多〈は幼植物に於てその形質があらわ
47-51 置客 54 号 x 逼 路 豊島 れ、 1-2週間で枯死するのである。所が著者
48-18 Nigrinudum x 於 七 望堅 らは第 1，第5報で明かにした如〈渦性形質は
48-36 " x 長四郎事陸 芽鞘の先端部に突起を生やる。而してとの特徴
48-40 " 同 官 金 塁修 は幼植物を 250C前後に保った明いる恒温槽中
48-37 Coast Ia x 長四郎事堅
4与一38 控 x 唱量 金 .~毎 で生育させると愈k願箸となれ杢個体につい
48-39 00輔 t1 x 官 金 婆
て明瞭陀並渦性の区別が行えるととを明かKし
48-34. 001瞬間 V x 屋根課後 得た。それでとの特性を利用し4ふ-18乃至48-ー
.34にわたる7交雑の F，は上鹿の僚件下で幼植
以J:.の交雑の中厳初の8交雑は成植物につい 物培養を行い並渦性及び葉緑素依乏の有無の区
てれに於ける形質の分離を調査した@しかし 別を行った。
Nigrinudum， Colsess Ia， Coast 111及び 2.実験結巣
Colse由 V は央k葉線素依乏の遺傍子 an， a.独立分離をする形質;並渦性と独立分 戸』、
ac， fc， yc をh テロ或はホモに有するもので 離をする形質は第1衰の如〈である。
第 1表 渦性形質を志つ種kの大変品種と並性大変品種との交雑の
民に於ける並渦性と他の遺侮子との独立分離の扶況
連鎖書事 |交雑番号|遁鯛世草子査型
表 現 型
計||合 X' P 
AaBb AB Ab aB ab 
47-38 VvUznz 183 58 52 20 313 1.0516 .7894 
I Ala.1Uzuz 163 63 58 15 299 1.8549 .5546 
47-37 " " 173 44 63 16 296 3.9880 .2630 
、 147-38 BbUzuz 169 55 66 23 313 2.0172 .5693 
E 147-41 " " ]74 50 52 22 298 1.7404 .6318 
47-51 守P 1 271 64 92 27 454 6.8203 .05仰.
147-38 LIUzuz 179 60 56 18 313 0.3314 極大
41-8 NnUzuz 181 国 63 22 324 0.3676 縫大
E H " 170 41 66 20 297 5.9471 .1148 
47-32 " " 勾7 63 62 20 352 0.9747 .8063 
47-32 LlkUzl1z 2U 63 65 20 352 1.0203 .7966 
47-32 B1blUzuz 203 57 65 26 351 2.0969 .5549 
n 14'l-3~ " " 171 68 53 15 297 1:∞14 .8009 
47-37 " " 167 40 46 14 267 4.6660 .2017 
41-8 S~Uzuz 172 60 72 勾 334 2.67.22 .4509 
47":"35 " h 172 55 54 • 18 299 0.2075 録大
47-33 " " 165 48 52 14 279 1.4272 .7035 v 147ー ω 曹 1 173 56 62 22 313 1.1493 .7671 
47-32 ForsUzuz 207 61 68 23 359 O.736~ 総大
47-33 1/ H 172 51 45 12 280 4.1778 .2455 
47-38 RrUzロz 180 55 55 23 313 1.1553 .7659 
1:ドヤ .131 ]77 47 803 .0610 '" 48-39 I YcycUzu~ I 723 258 249 72 1302 2.08B1 .5565 
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第1表によれば並渦性 (Uzuz)は像世 (Vv)
葉耳葉音の有無 (Alal)とは完全に独立であっ
て第 I群に属さないととが明かに認められる。
また穎色 CBb)，穂の疎密(L1)，皮視性(Nn)，
長短世 (Lklk)，糊粉屠の色 (Blbl)底刺型
(SB)，稗の強調 (Fsfs)琶の粗滑 (Rr)維苗
とVir.escent(Fcfc)繰首と責苗(Ycyc)の何
れとも独立分離をなすととが認められ、即ち.並
渦性は 1，I， II， IV ，V.及び VII連鎖群に
属さたいものとみなされる。
(1937)により明かにされた系統の子孫である。
とれらの F2tc於ける分離の祇視を第 2，第3
表に示す。
第2表によればColsessIaと渦性大安との
交雑の F~ で、 Acac と Uzuz とは 9: 3:3: 1 
の分離としては遁合度が極必て低いもそして両
劣性個体は殆ど析出せ守、.思優性の個体カ曹し
く多〈、とれは両遺倖子間に相反の連鎖関係が
あるととを示している。今 Inimerの方法で
組換債を計算すると 4.1土1.5%と主主り"4.7% 
第 2表 Colsess Ia x渦性大変〔長四郎費及び黄金費)の
F2に於ける並渦性及び鰻，白植物の分離
各 表 現 型 の 量生
現 日 並 性 1局 性 X2 P 
合 計
白 線 白
重E 雑 48-37 695 317 324 1 1357 
実 雑 48-38 306 151 141 。 598 
観 祭 事k 総 計 1001 478 465 1 194!i 一 一
分離比9:3: 3，: 1として 1094.05 364.69 364.69 121.57 1945 190.3468 極 小
組換慣 4.7%として 973.57 485.18 485.18 1.07 1945 1. 7212 0.6355 
第 3表 Nigrinudum x渦性大麦(於七襲、長四郎愛及び黄金費〉
のF，i'C於ける並渦性及び糠白植物の分醸
各 表 現 型 の 量t
項 日 並 性 f局 性 X2 P 
合 計
線 白 線 白
実 雑 48-18 256 ・ lC9 108 5 478 
実 雑 48-36 165 77 79 2 323 
実 雑 48-40 423 207 213 4 847 
観 察 数 総 計 844 393 400 11 1648 
. 一 一
分離比9:3: 3: 1とレて 927 309 309 103 1648 167.91 縁 小
組換慣 16.6%として 835.35 400.65 400.65 11.35 1648 0.2469 極 大
b.連鎖形質:以よの結巣から並渦性は第
VI連鎖群!'L.属するととが推定されるが、その
指示形質をふくむ2つの並性品種 ColsessIa 
及びNigrinudumと3種の渦性品種、長岡郎
盤、黄金安及び於七韓との交雑の、れについ
て繰苗及び白苗と並性及び渦性との相互関係を
しらペた。 ColsessIaは Acac，又、 Nigri-
nudumは Ananであって伺れもその遺体子
が、第 VI連鎖群に属する亡とを Robertson
一一一一一一一 . .・
の組換が起るものとして計算した理論数と観察
数とは非常によく一致する。
衣に Nigrinudumと渦性大麦との交雑の
F~tc於ける Anan と Uzuz との関係は第 3
表のま日〈であって、両遺惇子は明かに相反の連
鎖関係にあり、その交叉債は16.6土1.印6%と
計算された。而して、それより計算された理論
数は観察数とよく一致する。以上の結果から並
渦性遺侮子は明かに第VI蓮鎖群に属するもの
]9 - (59) 
といえる。
3.第VI染色体に於ける Uzozの関係位置に
ついての考察:上に得られた組換債は別kの交
雑から計算されたものであ b、UzuzがAcacか
らみてAnan側にあるか或はその反対側にある
かは AnanとAcac-eの組換慣が知られてい
ないから明かでない。.併したがら Robertson
(1929， 1937)は第.Vl蓮鎖群に於ける4つの
遁惇子 Acac，Xcxc， Anan， Xsxsが第1図中
間示された順序及び距離をもっで配置されてい
るととを明かにしている。との結果では Acac
と Anan との距離は直接的には明かでない
が、間接的に4+9.37=13.37(%)及び25.74
-15.49=10.25 (%)と計算され、その距離
が10.25%.!: 13.37%との聞にあるととがわか
る。所で著者らの得た結果は Uzuz-Ananは
16.6%、Uzuz-Acacは4.7%であれ Acac
とAnanとの距離は11.9%或は21.3%の何れ
かである警であるが、 との場合前者の方が明
かに Robertsonの結果とよく一致する。従っ
て並渦性遺倖予をふくむ第VI染色体に於げる
遺体子排列順序は Robert釦 n(1937)の結果を
綜合してみると Uzuz-Acac-Xcxc-Anan
-XsxsであP、とれを図示すると第1図の如
〈である。
立した群に属するととは我園の大安品種の交雑
育種に際して注目さるぺき事実勺あろう。
1.渦性温情子の地理的分布 高橋は第
1報に於宅渦性大宮授の日:本に於ける地理的分布
の規則性fどついに趨ぺた。との群に属する品種
の地域拡大の朕況については既往にさかのぼb
調査中で別に報告したいと考えているが、渦性
大支は明治初年以前からかなb栽培されていた
ととは明である。しかじ現在の如〈贋汎な耕地
を蔽うに至ったのは比較的新らしく、我園の育
種事業の発達がその地域拡大に寄興したととは
明かである。而して現在に於ても渦性大変の面
積は逐衣拡大しつつあるe印も、さぎに報告L....
tc.1932年度に関ずる調査の後1945年に至る13年
聞に渦性大変はさを圏で約14万町歩増加した。と
れに反し、並性大変は13，印O町歩減少し、殊に
並性裸麦の減少は 2 万町に及んでいる。君主~~
"M2渦性亙ぴ皮裸別大麦の杢耕地面積に対する両
年度の栽穆割合を示すと第4衰の如〈である。
但し、 1932年度の数字は麦類耕種要綱、 194昨
度のは同年度の農林統計を基礎化農林省農事試
験場編の品種分布調査の結果o部は直接府臓
に問合せて訂五Lた)を参照して作製した。第
4衰の結果によると13年間に渦性が5.1μ増加
し、そしてとれが日本の金大麦耕地の80%を占
第 1図 本実験で得た組換慣(アングーライ γを附す)と Robertson(1937)の結果
とを綜合して推測された大変第刊染色体に於ける並渦性遺倖子Uzuzの排列
25.ワ4芦
• 
Dzuz Acac Xcxc Anan Xsxs M士 9初日 一声 ~ 
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第VI連鎖群には今まで致死形質のみ七か見
出されていなかったが、ととに非致死形質が新
にとの群に加えられーその染色休1::t乞於ける位
置も間接的ではあるが明かとたった。而して、と
の渦性形質は日本にごく普通にある、そして成
樹物陀於て鑑別が容易である上に、既報の如〈
幼植物に於ても容易に並性と区別できるから大
安の遺停研賞上甚だ有利に利用されるものと，思
われる。なお・渦性遺倖子は実用上重要と恩われ
る遺侮子の多数座位しているI-V染色体と独
第4表 日本に於ける並渦性及び皮
裸別大麦栽培割合の1932年
及び1945年比較
よ2114f計ム¥~fj; ~ ¥ 
;2lJtI21;312r 
差 1-]，7 1-3•4 1 +ω1+1・1I 5.1
(60) -20ー
めているととがわかる。
攻肥朝鮮化於ける設渦性及び皮楳性別の品種
分布扶況についてのペる。本調査に於て皮麦及
び操麦の各道別栽培面積は朝鮮総督府農業統計
表 (1940)によった。一方、並渦性の各遣に於
ける割合については、朝鮮全土にわたD段けら
れた.156の旧総督府穀物検査所の出強所の御助
カにより夫々の地方の主要栽培大麦獣品種宛の
蒐集寄贈をうけ、とれら486の試料の各々につ
いてモの主構成系統を並渦性及び皮標性により
4群に分ち各道別に各群の試料散をレらべてそ
の割合を推測し、上越の統計表から各群の栽培
面積を算出した。その結巣は第5衰の如くであ
る。
第5表朝鮮に於ける並渦性及
び皮裸別大変栽場駅況
〈1940年の統計による単位10側了歩〉
よ君子1並性|渦伎
成鏡北皇室 366 
成鏡甫皇室 285 
卒安北誕生 88 
卒安南逝 102 17 
昔E 海 主 02 4 
江 原 皇室 385 2 29 
京 後 謹主 911 8 28 4 
忠清北道・ 754 84 1 
忠清南道 637 104 201 82 
慶 f河北道 2235 71 69 24 
慶何南主主 1061 69 217 335 
会緩北誕生 146 226 93 849 
金縁南道 244 35 8 1705 
_..._-.ー_.・・・ー・ー‘ー・
合 計% 25.8 
第5表によれば、渦性皮実は全体の6.4'}6、
渦性裸麦は25.8%、即ち、渦性は32%を占め、
一方並性皮麦は63.2%、同裸麦は4.6%である。
而して渦性裸麦は主主南に最も多しさを北、慶甫
の2道とれにつぎ、とれらの地域でも特に温暖
な海岸よりの水間裏作地帯に多く栽培されてい
る。渦性皮愛ほとれよりやや北の慶南、忠南の
暖地に栽培されているが、その占める耕地は僅
かである。又、並性裸麦は渦性皮麦と大体同じ
ような地域を占めているが、なた多少北方にま
で拡がっている。而して、朝鮮の大部分段並性
皮愛によって占められている。
臥上のぺた所から並渦性及び皮裸性の朝鮮に
於ける地理的分布は日本内地の夫れと著しい相
似性が認、められる。ただ朝鮮に於ては渦性が南
部海岸地域に限られ、量的にも少い占しかLと
れば朝鮮と白木との気候の差異によるものと推
測される。幅井 (1939)によれば全甫及び慶粛
の2遣は日本の北九州地方策候に該当し、ゐそ
らく全北の海岸地域も同様で何れも相当温暖で
ある。併いこれよ P北方の全北通忠商、制b、
艶北及び江原遣の沿海地方は氏の南韓気候地区
に属し、日本の北陸や東北地方の無棋に匹敵L
特に冬期の寒さはとれらの地方よりもはるかに
腰しい。符ってとの気候の献態からみれば日本
と朝鮮との渦性及び皮裸の分布は極めて類似し
ていると考えるととがで麿る。而してとの結果
から朝鮮のi母性大去が生態的に日本の夫れと極
めて類似しているといえる。
それでは朝鮮の渦性大震はいかなる由来をも
つものであろうか。武田 (1929)は高橋昇博士
や自らの調査した結果により、.その当時の.朝鮮
に於ける渦性大量分布に闘して弐の如〈誌し
ている。 “渦性(組を穴角)大麦は慶尚南道
に栽増されているが一般からいえば殆どいう
に足らや、朝鮮在来種にはとの類に属するもの
はないようである"。 たたその他の地域には、
全〈渦性大変はなく、全部が並性であれ“大
郎の種苗場でとれが栽培されてはいるが寒害の
忠もあり叉春期乾燥に苦しむであろう"と。而
して、現在我kが入手し得た渦性裸麦の多〈は
日本の品種名、竹下、島原、熊本、白胴、仁田
裸等の名称がそのまま冠せられ、その他の種類
も諸特性に於て我圏の渦性裸麦と徴細なi点まで
一致している0 ・ 1l:tr~ 渦性皮支は若干の日本品
種の外太田六角とか水原で育成された種類から
成っている。とのように朝鮮の渦性大変は日本
の領有以後或はそれより更に後に至って日本か
ら輸入されたものであれ現在の如き庚い地域
に分布するに至ったのは最近の'2，30年間であ
って、 7.K回裏作の発遣に伴って起ったものであ
れとの地域拡大には日本の農業技術者の努力
が奥ってカがあったととは明かである。
日本及び朝鮮以外には渦性大変は殆どみられ
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主主い。著者の1入は筆中地区で大衰の採集を行
い、上梅央濯港の附近て:-/J、面積に禍性皮衰の栽
略されているのをみた。との種類はしかし詳細
に調査した結果、我閣の関取或は竹林に該当す
るものと見倣された。との地は、日本軍が君主需
品を揚陸した港湾の近くであるであるから日本
の表ぬとぽれ種を試作したものと推定するとと
がでぎる。
散米には現在日本から職幽された渦性大変が
育種用或は遺停研究材料としで栽培されている
が、実用κは全身溜さないようである.
以上の緒調査の結果から渦性形質は日本のゐ
そら〈南部暖地に於て突然壁異により並性大費
から生巴たものと考えられる。現在の渦性大賓
の多様性がいかにして生ヒたかは明かでないが
、同種の突然襲異が呉った並性の種類に(tJか
えし起づたとみるよりもむLろ、最初に生じた
成る渦性大麦と異るilt性の種類との交雑並びに
夫等の子孫に於ける'次 kの遺停的聾異の生起に
よるものと推察される。渦性は本邦大変の特有
の形質であり、同時に日本の大安全体を特色や
けている代表的意特性でもあるととは十分に銘
記さるペ麿であろう。
摘 彊
1. 日本の大変の最も重要E特異的た形質であ
る渦性の遺侍自錨鎖関係並びに日本以外の地
域に於けるとの形質の地理的分布を調査した
2. 並渦性遺傍子は第 VI以外の連鎖群に属す
る遺停子とはすべて独立分離をなし第 VI群
の Acac及び Ananと連鎖関係を示した。
その組換償及び染色体上の排列を第2図に示
した'.
3. 日本以外の地域殊に朝鮮に於ける渦性の地
理的分布及び由来を明かにし、その結集渦性
の発群地は日本のゐそらく南部地域にあるも
.のと推測した@
本欄を草するに当り、貴重なる研究材料を
贈輿された旧朝鮮総督府穀物検査所並びに
米園 Colorado大学毅授 WarrenH. 
Leonal'd博士に深甚の謝意を表する。
本研究は文部省科学試験研境費陀よる業績
の1部であるととを記し御援助を輿えられ
た当局に感謝する@
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